
 平成２５年度 学校経営計画書及び学校評価計画書 

１ 教育目標 

   真理を探究し、高い知性と豊かな心を養い、積極・進取の精神をもった明朗快活で実践力のある誠実な人間を育成する。 

  石川県立飯田高等学校  

   学校長 井下   守 

２ 中長期的目標 

（１）学校の現状 

① 昨年度、創立百周年を迎えた本校は文武両道を校是として継続し、教育目標に掲げる人材の育成を目指し１０１年目の歩を進めている。 

② 過疎化・少子化の進展により、生徒が一層多様化している。生徒の多様な生活意識や能力に応じた学習指導と進路指導が求められている。 

  ③ 普通科と総合学科併置の特性を踏まえ、生徒の多様な進路希望に応える指導・支援体制の構築が求められている。 

  ④ 生徒の一段高い規範意識の醸成を目指し、ボランティア活動や地域行事への積極参加を通じて、地域に密着した学校作りを推進している。 

  ⑤ 文部科学省の指定事業を通じて、地元の中学校と連携を取り、中高接続を意識した英語の学習指導の在り方について研究を進めている。 

（２）生徒に関する中長期的目標 

① 学びに対する意欲と身構えを自ら整え、キャリア・アップを図り、自分の将来に対して志の持てる基盤を築く。 

② 基礎・基本となる知識や技能の習得を基礎として、自らの未来を拓く素地となる思考力・判断力・表現力を身に付ける。 

③  礼儀正しく、互いの個性や能力を尊重し合い、故郷に誇りと愛着を持ち、国際的視野に立って社会に貢献できる人材を育成する。 

（３）教職員、学校組織等の望ましい在り方 

① 教職員の経営参画意識を高め、課、学年、教科間の連携を図り、組織体としての教育力の向上を図る。 

② 教員が学校経営の視点を持って業務を進め、主任層が積極的に指導・助言や提案を行う。 

  ③ 学習指導、部活動や学校行事等において生徒と強く係わるとともに、生徒の支援者として自らの総合的指導力を高める。 

④ 学校公開や外部に対し適切な情報提供を積極的に行い、地域の特性を活用した取組を進める。 

３ 今年度の重点目標 

（１）生徒の多様な進路希望に応える学力養成 

① 学習指導はじめ様々な取組に対する教員の結果分析力・課題把握力・改善策立案力を高める。 

②「学校間連携による教育力向上事業」の取組継続により教員の教科指導力を強化し、生徒の進路意識の高揚と学力向上を図る。 

③ 大学入試問題解法研究と成果発表を継続し、実践的教科指導力の強化を図る。 

④ 先進校視察により学習指導と進路指導に関する方法や体制の更新を図る。 

⑤「英語力を強化する指導改善の取組事業」の継続により、英語によるコミュニケーション力を高める。 

⑥ 学習時間調査を継続し、家庭学習や生活実態の的確な把握と情報共有により個に応じた学習支援を徹底する。 

（２）生徒の生活意識・習慣を踏まえた規範意識の育成 

① 的確で迅速な生徒の動向把握と対応により安全・安心な学校生活づくりを支援する。 

②「登校坂の挨拶」に加え、日常の挨拶やコミュニケーションを通して、言葉による自己表現力を高める。 

③ 部活動全員加入を奨励し、「遅刻ゼロの日120日」の取組を継続する。 



（３）普通科、総合学科の特長を生かした教育活動の推進と生徒の更なるキャリア・アップ 

① 座学や実習の授業による基本的な知識・技能の習得を基礎として、生徒の論理的、創造的思考力、判断力、表現力の育成に取り組む。 

② キャリア教育講演会、国際理解教育講演会やペアレントティーチャーによる講座を通して自立した社会人に必要な素養を身に付ける。 

（４）地域に密着した、地域から信頼される学校づくりの推進 

① 教育活動や学校行事に関する情報発信を積極的に進め、本校に対する地域理解をより深める。 

② 除雪ボランティアの継続、地域の公民館はじめ市の関係機関と連携し、地域のニーズに応えるボランティア活動を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度 石川県立飯田高等学校学校評価計画書（最終評価）      

№ １  

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 最終評価 成果と次年度の改善策 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の多様な

進路希望に応

える学力養成 

① 

 

教育力向上事業によっ

て教科指導力を強化し

、生徒の進路意識の高

揚と学力向上を図る。 

各学年で設定した目標 
１年、偏差値56以上30名、60以上10名 
２年、偏差値56以上40名、60以上20名 
３年、偏差値56以上30名、60以上8名 
を１月までに達成した教科数が 
Ａ：３教科      Ｂ：２教科 

Ｃ：１教科      Ｄ：０教科 

１年（７月→１月） 
英語：５６以上７→１５、６０以上３→７ 
数学：５６以上１９→２４、６０以上１３→１２ 
国語：５６以上２０→２９、６０以上１０→１４ 
２年（７月→１月） 
英語：５６以上１８→２５、６０以上１３→１２ 
数学：５６以上２４→１８、６０以上９→６ 
国語：５６以上４６→４９、６０以上２６→２８ 
３年（７月→１０月） 
英語：５６以上５→６、６０以上３→２ 
数学：５６以上１１→４、６０以上５→３ 
国語：５６以上３２→２０、６０以上２２→１１ 

Ｄ 

上位者に対して教材を工夫した授業を行ったり、
添削指導を行ったりし、学力を向上させ、また、
中下位層に対しても授業に於いて適切な負荷を
かけて５６を目指した結果、これまでの２，３年国
語に加えて、１年国語や２年英語でも学力向上
の兆しが出てきた。来年度に向けては、数学（全
学年）の指導に重点を置いて指導し、バランスの
よい学力を形成していく。 

② 難関大学入試問題の

解法研究と成果発表を

指導改善に活かす。 

金沢大学レベル以上の大学合格数が 
Ａ：１６名以上   Ｂ：１３名以上 

Ｃ：１０名以上   Ｄ：１０名未満 

金沢大学ﾚﾍﾞﾙ以上の現役の合格数が１０
名であった。 

C 

年度当初に予想された人数より出願者数は増え

ており、取組の効果が現れている。次年度以降

も英数国の習熟度別学習指導、理科・地理歴史

科・公民科にも時間をかけ、得点力をつける指

導を継続する。 

③ 

 

自立的な家庭学習の

習慣を定着させ、学力

向上につなげる。 

１，２年の家庭学習時間の目標を達成し
ている生徒の割合が、 
Ａ：７０％以上    Ｂ：６０％以上 
Ｃ：５０％以上    Ｄ：５０％未満 
３年の家庭学習時間の目標を達成して
いる生徒の割合が、 
Ａ：８０％以上    Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上    Ｄ：６０％未満 

最近の調査において、平日で目標を達成し
ている生徒の割合が、１年４７％、２年３０％
、３年４２％であった。 

Ｄ 

クラスの平均学習時間は１０月よりも確実に増え
ているが、学年＋１時間のスタンダードを越える
生徒数が減少した。家庭学習時間の２極化が進
んでいる。家庭学習時間が１時間未満の生徒に
は課題提出を確実なものにするよう指導を強化
する。 

④ 各教科で教科指導研

究会や互見授業を実

施し、教科指導力を強

化する。 

授業評価アンケートにおける英数国 
予習実施率/それ以外の教科の興味 
関心高まり率が 
Ａ ８５%以上     Ｂ ７５%以上 
Ｃ ７０%以上     Ｄ ７０%未満 
（判断基準の一部修正） 

予習実施率は英語87％、数学80%、国語

76%であった。それ以外の教科の興味関心

高まり率は、7教科すべてで80％を超え、平

均87%であった。 

Ａ 

教科指導力強化の取組成果が実際の授業に

反映された。今後も外部テスト等の結果との相

関を比較検証し、結果の伴わない教科の授業

改善に引き続き取り組む。 

⑤ 

 

文部科学省の指定事 
業の推進により、普通 
科の生徒の英語コミュ 
ニケーション力の向上 
を図る。 

７月から12月にかけて、グレードを上げ

た生徒が、 

Ａ ８０％以上   Ｂ ６０％以上 

Ｃ ４０％以上   Ｄ ４０％未満 

各学年でグレードを上げた生徒の割合 

１年生： １０５人中３９人（３７％） 

２年生： １１８人中５４人（４６％） 

合計 ２２３人中９３人（４２％） 

C 

全国的に1年間で約30点の伸びが見込まれる
このテストにおいて本校は各学年とも半年で
約30点伸びた。グレードを上げた生徒の目標
値は達成することができなかったが、一定の
成果を得ることができ、来年度も半年で30点
の伸びを最低目標に指導していく。 

学校関係者評価委員の評価 
成績上位者から下位者まで幅広い生徒がいることは、子どもの人間形成上は好ましいことだ。ただ、様々な学力レベルの生徒を教えなければならない先生

方の負担は大変なものであり、よくやっている。 

学校関係者評価委員の評価を 

踏まえた今後の改善策 
成績上位者指導、成績下位者指導ともに、個々に応じたきめ細やかな指導を実践し、生徒たちの進路実現を図るべく、教職員一丸となって支援していく。 



 № ２  

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 最終評価 成果と次年度の改善策 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の生活意

識・習慣を踏

まえた規範意

識の育成 

① 

 

 

毎日の清掃活動をとお

して全校生徒が全職員

と共に、積極的に環境

美化に努める。 

生徒の自己評価アンケート（班ごと）か

ら清掃がきちんとできた割合が 

Ａ ８５％以上   Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上   Ｄ ６０％未満  

各クラスの自己評価の平均が85％を超えた

クラスが13クラス中7クラスあり、学校全体の

平均が86.9％となった。 Ａ 

校舎全区域の清掃活動や整理整頓の状況を点

検することにより、生徒の環境美化に対する意識

が向上してきた。来年度は評価項目を見直し、さ

らに学習環境にふさわしい校内美化の促進に努

めたい。 

② 

 

 

コミュニケーションの基

本として、さまざまな生

活場面に応じた挨拶や

応対ができる能力を身

につけさせる。 

生徒の自己評価アンケートから 

挨拶が日常化できた割合が 

Ａ ８５％以上   Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上   Ｄ ６０％未満 

アンケート調査の結果、良くできた、大体で

きたの割合が９１．０％。1年生(89.9%)、2年

生(88.5%)、3年生(94.3%)であった。 Ａ 

生徒会や生活委員、又は野球部員による朝の挨

拶運動を実施することにより、挨拶への意識付け

は高まった。ただ、声が小さいなどの消極的な

面も見受けられるので、元気よく積極的な挨拶

ができる指導が必要である。 

③ 

 

 

 

 

 

生活時間を自律的に

管理できることを目指

し、「遅刻０の日」運動

を継続する。 

「遅刻０の日」が年間合計で 

Ａ 120日以上   B 100日以上 

Ｃ 75日以上    Ｄ 75日未満 

年間集計の結果、遅刻０の日は 

１58日であった。 

Ａ 

この運動も定着しつつあり、生徒に時間を守る意

識が向上してきている。授業のベルスタートの徹

底もこの数値をあげた原因である。 

 ただ、遅刻ギリギリに来る生徒もわずかである

がいるので、余裕のある時間設定を指導する必

要がある。 

④ 体育授業での集合・整

列・準備体操の指導を

通じて、服装や挨拶、

声だし、迅速な行動な

ど規律ある行動を身に

つけ授業以外にも普及

するように努める。 

授業担当者の評価と生徒のアンケート

結果がそれぞれ 

Ａ全クラスでできている 

できたと答えた生徒が９０％以上 

Ｂ80％以上のクラスでできている 

できたと答えた生徒が８０％以上 

C60％以上のクラスでできている 

できたと答えた生徒が７０％以上 

D共にＣの基準に達していない 

生徒アンケート（回答４４７／４６５）９６％ 

質問１：授業の始まりと終わりの集合・整列

が年間通じてきちんとできたか。 

         ４３５人（９７％） 

質問２：服装や挨拶、準備体操の声だしな

ど規律ある行動が年間通じてきち

んとできたか。413人（９２％） 

質問３：質問２のことが他の授業や授業以外

にも波及するよう年間通じて努力

したか。 ４０２人（９０％） 

Ａ 

生徒の自己評価が全体的に甘い面はあるもの

の、生徒のアンケート結果から総合してＡ評価と

した。担当者の評価は、体育の授業に関しては

全体的に向上していると評価できるが、体育以

外にまで波及しているとはいえない。 

質問３の行動が必ずしも伴ってはいないが、そう

なるよう努めたという生徒が大勢いたことから、今

後は行動が伴うような指導をしていく必要がある

。 

学校関係者評価委員の評価 生徒たちの登校坂での挨拶は素晴らしい。高校での挨拶の習慣が卒業後にもきっと本人の役に立つに違いない。遅刻指導の成果は立派なもの。 

学校関係者評価委員の評価を 

踏まえた今後の改善策 

生徒たちは規範意識を身に付けさせることを狙い、様々な取組を実践している。挨拶運動や遅刻０運動もその具体的な取組の一つである。ここまでの結果は良好

ではあるが、今後、より一層、生徒個々の主体的な取組となるよう支援していきたい。 

 



№ ３ 

 重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 最終評価 成果と次年度の改善策 

３ 

 

 

 

 

 

普通科、総合

学科の特長を

生かした教育

活動の推進と

生徒の更なる

キャリア・アッ

プ 

 

① 

 

 

難関大学志望者を

支援する進学指導

及び公務員指導を

充実させる体制を構

築する。（普通科） 

 

年度末進路状況において、 

Ａ国公立志望者の50％以上かつ進学

希望者の90％以上が進路希望を実

現した。 

Ｂ40％かつ70％以上が進路希望を実

現した。 

Ｃ30％かつ55％以上が進路希望を実 

現した。 

ＤＣの基準に到達しない。 

 

公務員希望者の 

Ａ50％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ40％以上が進路希望を実現した。 

Ｃ30％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ30％に満たなかった。 

 

普通科国公立大学進学希望者７１名のう

ち、３６名が国公立大学現役合格を果た

した（50.7％）。進学希望者は９４名が進

学を果たした（98.9％）。金沢大学には計

１２名（過年度生２）が合格した。 

 

 

 

 

 

普通科公務員希望者１３名のうち、１１名

が進路実現した。（８５％） 

 

 

 
 

A 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 

国公立大学進学希望者７１名のうち、３６名が

国公立大学合格。過年度卒業生２名を加える

と３８名となる。力不足が懸念された学年であ

ったが、学習量の増加と規律正しい生活を基

本に後期試験まで粘り強い取り組みを継続す

ることで当初目標を達成することができた。 

 金沢大学には合計１２名の合格者を出すこ

とができたが、旧帝大クラスに進む生徒を出

すことができなかった。今年度の成果を継続し

ながら、さらに上位層を伸ばしトップ１０大学に

合格する生徒を出すことが次年度の課題であ

る。 

公務員希望者がお互いに切磋琢磨し、競い

合う中で成績が向上していった。初期指導に

よる動機付けが大事であり、２年生の指導に

対しても春休みまでに学習習慣を確立させた

い。 

② 

 

 

個に応じた進学指

導、公務員指導、就

職指導を充実させる

（総合学科） 

年度末進路状況において、 

進学希望者の 

Ａ90％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ70％以上が進路希望を実現した。 

Ｃ55％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ55％に満たなかった。 

 

公務員希望者については①を参照。 

就職希望者が 

Ａ 年内に100％内定を得た。 

Ｂ 1月に100％内定を得た。 

Ｃ 2月に100％内定を得た。 

Ｄ 3月以降にずれ込んでしまった。 

 

総合学科２９名の進学希望者全員が進学

を果たし、進路希望を実現した。 

 

 

 

総合学科公務員希望者４名のうち、３名

が進路実現した。（７５％） 

１２月末までに、総合学科民間就職希望

者２３名、普通科民間就職希望者２名の２

５名全員が内定を得た。 

 
A 
 
 
 
 
 

A 
 

ＨＲＡとの面談を重ねることで自己の適性を把

握し、進学希望を実現した。進路実現のため

、最後まで粘り強くあきらめることなく学習に取

り組んだ。 

 

 

早期に面接練習を開始し、SPIや作文にも計

画的に取り組んだ。また、１次試験で不合格に

なった生徒の支援も適切に行うことができた。

２年生の間に面談を行い、就職希望先の情報

を早めに得るようにしてきめの細かい対応が

できるようにしたい。 



                                                                                         №  ４ 

 重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 最終評価 成果と次年度の改善策 

３ 普通科、総合

学科の特長を

生かした教育

活動の推進と

生徒の更なる

キャリア・アッ

プ 

 

③ 工業系生徒が次の資

格を1つ以上取得す

るよう指導する。 

・計算技術検定 

・情報技術検定 

・ＣＡＤ検定試験 

          など 

各種検定の合格率が 

Ａ ８０％以上    Ｂ ７０％以上 

Ｃ ５５％以上    Ｄ ５５％未満 

※（合格者数）／（受験者数） 

基礎製図検定の合格率は６７％ 

計算技術の合格率は６９％ 

情報技術検定の合格率は６７％ 

全体の合格率は６７．４％。 

 
C 

 １年、２年の工業系列の生徒が受験したが、

数名の生徒には、補習等に積極的に参加さ

せることができなかった。今後は、もっと年間

を通した継続的、計画的な補習、指導計画を

立て、合格に向けて生徒の意欲を高める指導

に努める必要がある。 

④ 工業系の国家試験の

合格者を増やす。 

・第２種電気工事士 

・危険物取扱者試験 

など 

各種検定の合格率が 

Ａ ４０％以上    Ｂ ３０％以上 

Ｃ ２０％以上    Ｄ ２０％未満 

※（合格者数）／（受験者数） 

第2種電気工事士の合格率は６．３％、 

（学科試験科目合格率は１２．５％） 

危険物乙4類の合格率は５．９％ 

全体の合格率は６．１％ 

 

D 

電気工事士に対しては、時間不足から１０月

受験に変更した。夏季補習、土曜スクール、

放課後補習を通して、継続的な指導を行う。 

危険物には計画的に受験を促し、補習の充

実を図る必要がある。 

⑤ 

 

学習意欲喚起のた

めの方策として、各

種検定・資格取得を

推進する。 

学年及び系列の目標とする各種検定

資格に対する取得率が 

Ａ ８０％以上    Ｂ ６５％以上 

Ｃ ５０％以上    Ｄ ５０％未満 

※（合格者数）／（受験者数） 

合格率は全体で52.3%となった。簿記検

定（45.1%）、情報処理検定(37.8%)、電卓

検定(72.3%)、ワープロ検定(61.7%)、商業

経済検定(21.9%)、英語検定(38.5%)の結

果である。 

Ｃ 

例年に比べて、上位検定合格者が少なかっ

た。直前の補習対策ではなく、年間を見通し

た長期の計画にもとづいた指導計画を立てる

ことが必要である。 

⑥ 国際理解を深め、自

立した社会人に必要

な素養を身に付ける

。 

 

生徒へのアンケート調査において、「将

来を考える良い機会となった」の回答をし

た割合が 

Ａ ８０％以上    Ｂ ６５％以上 

Ｃ ５０％以上    Ｄ ５０％未満 

国際理解教育講演会（外務省「高校講座」）

やキャリア教育講演会（本校ＯＧ大学教授）

後に実施した生徒へのアンケート結果では

満足度は、ともに90％を超える高い評価で

あった。 

Ａ 

当初の狙い通り、生徒たちにとってはとても良

い機会となったようである。次年度以降も事前

指導を徹底することによって、より効果的な講

演会にしていくことが望ましいと考えている。 

学校関係者評価委員の評価 
様々な進路がある中で、生徒それぞれに個別のご指導を頂くことはとても大変なことだと思う。先生方の尽力には敬服する。生徒たちにとって、この時期の 

経験（大学受験・資格検定受検等）から得た知識はきっと将来の糧となるはずである。 

学校関係者評価委員の評価を 

踏まえた今後の改善策 
普通科・総合学科の併置という環境を生かし、かつその相乗効果を狙った取組を支援しながら、今後とも活力ある学校運営に努めていく。 



№ ５ 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 最終評価 成果と次年度の改善策 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

地域に密着し

た、地域から

信頼される学

校づくりの推

進 

 

 

① 

 

 

学校行事の保護者

への周知徹底を図り

、参画意識に訴える

。 

会員数４２５名の内、学校行事への参加

者延べ人数が 

Ａ：80％（３４０人）以上    

 Ｂ：60％（２５５人）以上 

Ｃ：40％（１７０人）以上    

Ｄ：40％未満 

PTA総会参加者 110名。 

PTA研修旅行参加者 8名 

飯高祭PTA合唱参加者 30名。 

飯高祭バザー他 15名 

飯高祭参加保護者 約100名 

PTA母親研修会13名 

    （1/31現在での集計 約276名） 

Ｂ 

Ａ評価には届かなかったが、多くの保護者の方

々に学校行事に参加していただいた。飯高祭参

加保護者数については概数だが、次年度から

は保護者受付を実施し参加保護者数を明確に

する必要がある。 

② 

 

地元の小学校高学

年・中学校を対象に

理科実験授業を学

期に１回行う。 

実験内容を身の周りの現象と結び付けて

理解できたと回答する児童・生徒の割合

が、 

Ａ：80％以上   Ｂ：70％以上 

Ｃ：60％以上   Ｄ：60％未満 

７月３日（水）、能登町立柳田中学校１，３年

生を対象に実施した結果、回答した生徒の

１００％が実験内容を身の周りの現象と結び

付けで理解できていたと回答した。 

２月２７(木)、飯田小学校５，６年生を対象

に実施した結果、上記と同様の結果が得ら

れた。 

Ａ 

実施した小・中学校で、非常に高い評価を頂

いた。アンケートの自由回答欄でも「理科って

おもしろい」等の意見がほとんどであり、理科

に対する興味関心の喚起できたと考えている

。安全で楽しい実験を目指し、さらなる改善を

図りながら、取り組みを継続させていきたい。 

③ 

 

地域のニーズに応える

ボランティア活動として

除雪ボランティアを継

続する。珠洲市の新た

な取組の「ちょっこりた

すけ隊」に積極的に参

加し、活動を支援する 

ボランティア活動に参加した延べ人数が

全校生徒数を上まわるかどうか 

Ａ １００％（４６７人）以上 の参加人数 

Ｂ ９０％（４２０人）以上 

Ｃ ８５％（３９６人）以上 

Ｄ ８5％（３９６人）未満 

本年度１月末までのボランティア件数は３２

件で参加した生徒の延べ人数は５００人で

あった。計画していた一人暮らし老人宅を

対象にした除雪ボランティアは、積雪が少

なかったため実施できなかった。 

Ａ 

Ａ評価となったが、活動実績のほとんどが、 

特定の２～３の部によるもので学校全体の活動には

なっていない。全校生徒対象にクリ-ンビーチに取

り組んだり、遠足などを利用しての空き缶・ゴミ拾い

をしたりなど、大がかりなボランティアの取り組みが

必要である。 また地域の要請に応じてボランティ

アを行う「ちょっこりたすけ隊」への要請がなく、機能

しなかった。 

④ 七尾特別支援学校珠

洲分校とのコラボに

よる「珠洲の実商店」

の経営実習を行い、

両校連携による地域

密着型の学校づくり

を進める。 

生徒自己評価アンケートにおいて、「お

互いを認め合い、協力できた」の回答をし

た割合が 

Ａ ８０％以上    Ｂ ６５％以上 

Ｃ ５０％以上    Ｄ ５０％未満 

「珠洲の実商店」に関わった生徒に対する

アンケート結果では「お互いを認め合い、

協力できた」が９７％であった。 

Ａ 

七尾特別支援学校珠洲分校の生徒んが制作し

た珠洲焼のマグカップや銘々皿を能登空港開

港イベントで一緒に販売実習をしたり、本校生徒

がＰＯＰを考案し飯高祭でも販売するなどコラボ

による連携型の学校づくりを行った。課題として

は、販売実習以外での協働作業があればよい。 

学校関係者評価委員の評価 ボランティア活動や「珠洲の実商店」などの活動を通して地域の活性化に協力していることを高く評価する。卒業後も地域に根付く生徒の育成を期待したい。 

学校関係者評価委員の評価を 

踏まえた今後の改善策 

今後とも地域の期待に応えられる飯田高校として、さまざまな取組を実践していきたい。特に地域の行事などに対しては、地域の人達とともに活動する機会を増や

し、地域に貢献できる人材の育成にも尽力していきたい。 



 


